
集団社会的スキル訓練が児童および学級集団に及ぼす効果の検討

一多層ベースライン法の利用、および集団変容が個人に及ぼす

　　影響と学級集団規範の形成に着目して一

水谷拓也＊＊（横浜市立舞岡小学校）、岡田守弘（教育実践総合センター）

　　　AStu．dy　oh　the　Effects　6f　Class－based　Social　S：kills　Training　on

　　　　　　　　　Individual　Pupils　and　on　Classroom　Groμp：

With　th¢Use　of　Mul廿layered　Bζ＄eline　MethQd，　and童he　Focus　6n　I㎡luence　of　the　Collec且ve

　　　’Modification　on　Individuals　and　on　the　F6rmation　of　Classro6m　Group　Norms

Takuya．MIZUTANI，　Morihiro　OKADA

要．約．

　本研究は、従来の集団SST研究の課題を克服すべく、2つの研究を行った。研究1では、．環境（学

級集団）の個人への働きかけ（社会的スキルの遂行）の変化を測定する評定尺度作成を試み、2因

子8項目からなる「被社会的スキル尺度」が作成された。研究Hでは、この尺度を用い、①集団SST

が・児童の周囲の社会的スキルを向上させることにより・．児童の学緯適応感を改善させること＼②

集団SSTが学級集団規範の形成へ及ぼす影響について検討した。その結果、児童本人の社会的スキ

ルに改善が見られない場合でも、その周りの児童のスキルが改善され、児童への向社会的スキルが

増加し、攻撃行動が低減すれば、児童本人の学級適応感が改善されることが示された。また、「友だ

ちからされて嫌なこと」および「友だちからされて嬉しいこと」の共有化が確認．され、． W団SSTが学級

集団に及ぼす効果としτの学級集団規範の形成が示唆された6なお㍉本研究に旧いて｝ま、集団SST

の効果は、従来の統制群法によらず、統計的検定を用いた多層ベースライン法により検討．された。

　キーワード：集団社会的スキル訓練・多層ベースライン法・学級集団規範

Summary

　This　study　aimed　to　resolve　some　prol）lems　of　ekisting　class・based　social　skils　training

（classざbased　SST）studi6s．．Study　I　attempted　to　construct　a　rating　scale　to卑easur6　the　change　of

hl且uence　of　the　env士ronment（classrooln　group）on　individual　behavior（use　6f　social　skills），　and

∠カθ50α：3！誼：幽頽2㎞8・θα冤ノb勺vas　developed．　Study　H　used　this　scale　and　shov¢ed　that　class－based

SST　can　improve　an　individual’s　se1Fper6eived　class　adaptatioh　by　inc署easing　pro・social　behaviorS

and　decreasing　aggressive　behaviors　at　hi血伍er‡f七he　social　skiHs　of　his，伍6r　surrounding　pupils

are皿odi丘ed　by　the　training，　even　when　the　social　ski■串of　the　individual　hh：n伍erself　are　not

m・　雌・d・C・mm・diti・ati・n・fthe　c・ncept・・f顔・ぬ卵盟漉吻加鋤〃吻加・碑わ・三幅・鵬甲・ng

pupis　suggested　the　fbrmation　of　classroom　group　norms　as　an　ef飴ct　of　class・based．SST　on

classroom　group．　The．stuldy　is　also　notable　fbr　the　use　of　multilay6redわasehne　methqd　with

stati昌tical　e文amination　instead　of　conventional　control　group　method．、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　題

　子どもの社会的適応を援助するための有効なアプローチのひとつに、社会的スキル訓練がある（金

山・佐藤・前田、2004）。社会的スキル訓練は、これまで教育現場では、何らかの社会的不適応を示

す子ど．烽ﾉ対して個別に、あるいは小集団で行われることがほとんどであった（佐藤・佐藤・岡安・

高山、2000）。しかし、少子化による兄弟姉妹数の減少、共同体意識の薄れた地域社会という状況の

中で、社会的スキルの学習不足は、特定の子どもだけの問題ではなく、．今日の子どもたちに共通す

る（金山ら、2004）という認識の下、一次的援助サービスとしての集団社会的スキル訓練（以下、

集団SST）が注目されている。これまでの研究により、集団SSTは、対象となる子どもの社会的ス

キル促進のみならず、社会的スキル促進に伴う何らかの社会的適応の改善にも寄与することが示さ

れてきている・（金山・後藤・佐藤、2000）。一方、これまでの集団SST研究には、複数の課題が残さ

れている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1．学級集団の変容が個人へ及ぼす効果の検討

　最終目標を社会的適応の改善に置くことが主流となってきた現在の集団SST研究は、対象となる

子どもの社会的スキルを向上させ、社会的適応を改善するという社会的スキル訓練の基本理念

（Ladd＆Ashe葛1985）に拠っている。

　ところで、坂本（1990）によれば、「適応」は、個体と環境とのダイナミックな調整作用である。

そして、この調整作用には、「個体を環境に適合するように変える」作用と「環境を個体に合うよう

に変化させる」作用がある（坂本、1990）。従来の多くの集団SST研究では、前者に力点が置かれ、

効果検討がなされてきている。すなわち、個体（児童生徒）の社会的スキルを環境（社会・学校・

学級）に合わせることで、その適応を改善しようという研究である。具体的には、孤独感の高い子

どもに対し、仲間に入るスキルを教えることにより、孤独感を低減させるという例が挙げられよう。

一方、環境を個体に合わせるという後者の視点に立てば、孤独感の高い子どもの“周りの子ども（環

境）”に，仲間に誘うスキルを教えることによわ、孤独感の高い子どものそれを低減させるというこ

とになる。また、後者に関連して、小林（2003）は、集団不適応の問題は、個人の行動に問題があ

るだけでなく、集団が特定個人の行動を受け入れられない問題、集団が特定個人をはじき出す問題

であるとも捉えられる、と指摘している。このような視点に立てば、集団SSTが、対象児童の集団

不適応改善を目的とする場合、その個人の社会的スキルに働きかけるだけでなく、その個人を取り

巻く集団の社会的スキルに働きかけることが有効であると考えられる。もっとも、このことは集団

SSTの有効性の論拠として、小林（2003）や竹内・濱田（1998）によって指摘されてきたことである。

しかしながら、その効果を実証的に検討した研究は見られない。

2．集団SSTが学級集団規範に及ぼす影響の検討

　集団SSTが学級集団に及ぼす効果として、竹内・濱田（1998）は、学級集団内の子ども達同士の人

間関係の規範を形成し、望ましい対人行動の遂行を促進することを指摘している。すなわち、集団

SSTを実施することで、「何が望ましい社会的スキルであり、何が望ましくない社会的スキルなのか」

が多くの成員に自覚され、「望ましい社会的スキルは遂行すべきであり、望ましくない社会的スキル

は抑制すべきである」という集団規範が形成されやすくなる、という。そして、このことが集団SST
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の有効性の1つとされる般化促進効果を生み出していると指摘している。この指摘は示唆に富むも

のの1それに続く実践研究の検討では、児童個々の変容について言及するに留まり、集団SSTの訓

練効果の般化に寄与するとされる学級集団規範の形成に関して考察は及んでいない。

　他方、金山ら（2004）は、国内におけるこれまでの集団SST研究を概観し、今後の課題のユつと

して、集団SSTの効果を般化、維持させる要因を明らかにする必要性を指摘している。金山ら（2004）

は、訓練効果の般化と維持を生み出すための条件を明らかにする研究に関して、訓練プログラムの

内容（例えば、ゲーム遊び場面の設定がどのように影響したか）と日常環境における強化事態（例

えば、教師の働きかけや学級の子ども同士の相互作用がどのように影響したか）の両面から考察す

ることが重要だろう、としている。加えて、行動変容のプロセスから考えれば、後者によるものが

大きいのではないかと指摘している。竹内ら（1998）が指摘した学級集団規範は、後者の“日常環

境における強化事態”に大きく影響すると考えられることから、この形成過程を検討することは、

訓練効果の般化と維持の要因解明にも大きく寄与することが期待される。

3．研究デザインの問題

　従来の集団SST研究の効果検討のための一般的な研究デザインとして、統制群馬が挙げられる。

統制群法の利点は、研究の内的妥当性に対する脅威（南風原、2001）のうち、事前テストを行った

ことによる測定の脅威や、自然な発達的変化による成熟の脅威、処遇以外の出来事が原因となって

変化が生じる履歴の脅威に対応している点にある。処遇効果を実証的に示す上で、処遇群とは別に

統制群を設けることの利点は明らかであるが、教育現場では厳密な条件統制が望めないのが現状で

ある。というのも、効果を評価しようとする処遇は、基本的に望ましい効果が期待されて導入され

るのであり（南風原、2001）、すべての児童生徒に均等な教育機会を与えることを前提としている学

校現場では、特に同一の学校の同一の学年に属するあるクラスに何らかの介入を行い、別のあるク

ラスには行わないという状況は設定しにくいからである（嶋田、2004）。

　加えて、本来、統制嗣法では、処遇導入前における実験群と統制群の等質性を前提としている（田

中、1996）。例えば、新たに導入される処遇に対して興味を持って好意的に反応するかどうかといっ

た側面において群間差が存在する可能性があり、学級などの場合は、その集団に固有の風土のよう

なものが形成され、メンバーの個人差だけでは説明できない集団間差が生じることもあるので特に

注意が必要である（南風原、2001）。

　このように、学級を対象とした処遇の効果検討に統制万法を用いることにはいくつかの問題点が

指摘される。一方、これらを考慮し、一事例実験デザイン（バーロー・ハーセン、1988）を応用す

ることで、統制国法を用いないで集団SSTの効果判定を試みた研究が行われている（寺内・加藤、

2004）。寺内ら（2004）は、被験者間多層ベースライン法により集団SSTの効果を検討し、いずれの

学級においても、ベースラインに比べ、学級内での社会的スキル使用頻度が増加したことが確認さ

れている。このように、教育現場の実情に配慮した研究デザインとしての単一事例実験デザインの

適用は、集団SSTのみならず、学級集団を対象とした処遇の効果検討を実証的に行う研究デザイン

の1つとして注目に値する。

　ところで、単一事例実験データの、伝統的で、最も一般的な評価方法ほ、データをグラフ化し処

遇効果を目で見て確認する視覚的判断であり（山田、2000）、寺内ら（2004）においてもこの方法が

用いられている。しかし、視覚的判断は、グラフの読み手によって結果が必ずしも一致しないこと
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や、正の自己相関の存在によって第1種の誤り（処遇効果が無いにも関わらず、効果ありと評価してし

まうこと）の統制が悪くなると指摘されている（山田、2000）。したがって、集団SST研究に、単一

事例実験デザインを適用する際には、統計的検定を導入することも課題の1つとして挙げられる。

　本研究では、上記3つの課題を受け、以下の2っの研究を行った。

研究1　被社会的スキル尺度の作成

1．目的

　多くの集団SST研究では、社会的スキルの変容指標として、様々な社会的スキル尺度が用いられ

てきた（例えば、嶋田・戸ヶ崎・岡安・坂野、1996）。それが自己評定であれ他者評定であれ、個人

の社会的スキルを評定するものであった。しかし、集団SSTが環境に働きかけ、その変化が個人の

適応を改善させるプロセスを検証するためには、単に個人や環境の変化を測定するだけでは不十分

であり、環境の個人への働きかけの変化を測定する必要がある。そこで、研究1では、環境（学級

集団）の個人への働きかけ（社会的ス，キルの遂行）の変化を測定することのできる評定尺度を作成

することを目的とした。

　ところで、鈴木・庄司（1990）は、社会的スキルは社会行動であり、特定の個人（行為者）の特

定の個人（受け手）に対する行動であるとし、行為者の受け手を喜ばせる行動を「正の社会的スキ

ル」、嫌がらせる行動を「負の社会的スキル」と定義し、「友だちからされると嫌なこと」と「友だ

ちからされると嬉しいこと」を自由記述で求めることにより、・子どもの社会的スキルの内容につい

て調査している。本研究ではこの手法にならい、項目収集を行うこととした。

　尺度作成にあたっては、①教師の抵抗が少なく、教育実践に活用しやすいものとすること、②で

きる限り客観的に観察可能な行動を評価するものとすることの2点を重視した。また、本尺度が、

集団SSTなどの学級を対象とした心理・教育実践の効果検討に用いられることを前提とし、個人を

取り巻く環境を、その級友と定めた。また、客観性や児童の回答しやすさを考慮し、回答日（その

日、1日）に級友から受けた社会的スキルを評価め対象とした。したがって、児童が所属学級の成

員からその日に受けた社会的スキルを測定する「被社会的スキル尺度」を作成することとした。

2．方法と結果

　公立小学校に在i籍する第3学年児童115名（男子64名・女子51名）を対象に、「友だちからされて、

『いやなこと』、『うれしいこと』」それぞれについて、自由記述で回答を求めた。まず、収集された

意見をKJ法を参考にしてカテゴリー分けした後、その結果と、ミチエルソンら（1987）と嶋田ら

（1996）の社会的スキルの定義、及び小林・相川（1999）の「基本ソーシャルスキル12」を参考に

し、8項目が作成された。

　次に、公立小学校に在籍する第3学年児童109名（男子63名・女子46名）を対象に、作成された8

項目に対し、4件法（たくさんあった：4～まったくなかった：1）で回答を求めた。得られた結

果から因子分析（最尤法、バリマックス回転）により2因子が抽出された（表1）。第1因子は、

社会的に望ましい行動を仲間から受けることに関わりのある項目であったため、「貸下社会的スキ

ル」に関する因子とした（寄与率28．7％、α＝．792）。一方、第2因子は、仲間から攻撃を受けるこ

とに関わりのある項目であったため、「被攻撃行動」に関する因子とした（寄与率15．1％、α＝．573）。
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また、α係数に関して、第2因子は．573と十分な値とは言えないものの、項目数を考慮し、ある程

度の｛的整合性が認められたと判断した。

　以上の結果、2因子8項目から構成される「被社会的スキル尺度」が作成された。

表1　質問項目の因子分析結果

（最尤法、バリマックス回転、n＝107）

変数 第1因子　．第2因子　　共通性

第1因子：被向社会的スキル（α＝．792）

6．「大丈夫？」と言われたり、応援されたり、励まされたりしたこと

8．「ありがとう」と言われたり、「すごいね」と褒められたりしたこと

5．手伝ってくれたり、助けてくれたり、協力してくれたりしたこと

3．仲間に入れてくれたり、誘ってくれたりしたこと

1．自分の話をよく聞いてくれたり、よくわかってくれたりしたこと

第2因子：被攻撃行動（α＝．573）

4．殴られたり、蹴られたり、暴力を振るわれたりしたこと

2．嫌なことや悪口を言われたり、嫌なあだ名で呼ばれたりしたこと

7．仲間外れにされたり、ムシされたりしたこと

0．828　　－0．066

0．694　　　－0．033

0．675　　　　　0．227

0．623　　　　－0．156

0．492　　　　0．003

一〇．118

0．137

－0．081

0．876

0．431

0．420

0．690

0．48合

0．507

0．413

0．242

0．781

0．205

0。183

因子寄与率　　28．7％　　15．1％

累積寄与率　　28．7％　　43．8％

3．考察

　被社会的スキル尺度は、集団SSTが個人を取り巻く学級集団へ及ぼす効果を検討する指標として

作成されたものである。したがって、本尺度は、集団SSTなど、学級単位で児童の社会的スキルに

アプローチする実践に、1っの重要な指標を提供することとなろう。すなわち、本尺度により、学

級を対象として行われる集団SSTが、個人の社会的スキル向上による学級適応の改善のみならず、

集団の社会的スキル向上により、個人の学級適応が改善されるという側面を検討することが可能と

なるからである。’　　　　、

　一方、本尺度は、従来からの個人の社会的スキル向上を目指す集団SST研究の効果検討の指標と

しても有効であると考えられる。金山ら（2004）は、社会的スキル尺度の評定に関し、自己評定に

は社会的望ましさから回答が歪められる可能性が、教師評定には期待効果が混入する恐れがあるこ

とからく仲間評定による評定の導入を推奨している。確かに仲間評定は、日常的に相互作用してい

る学級の仲間からの評価を知るもめであり、その他の方法に比して社会的妥当性が非常に高い（相

川、2000）と言われるものの、複数の項目について学級の仲間全員を評定するという点で、評定者

の負担が大きい（金山ら、2004）。その点、被社会的スキル尺度は、社会的スキルを遂行した個々・人

を検討することはできないものの、評定者の負担を最小限にして、学級としての社会的スキルの透

行度合いの指標とすることができると考えられる。すなわち、被社会的スキル尺度が、仲間評定尺

度の代用となり得るのである。

　以上のように、本研究で作成した被社会的スキル尺度は、今後の集団SST研究に大変意義のある

指標を提供すると考えられる。一方、本尺度にはいくつかの課題が残された。それは主に、尺度の

信頼性と妥当性の問題である。本尺度の2因子のうち、「被攻撃行動」でのα係数は．573と十分な高

さとは言いがたいものであった。その値は項目の数が影響していると解釈したが、そこには検討の
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余地が残った。今後、項目を増やして再度検討を行うことが求められよう。また、尺度の妥当性に

関して、学級満足度尺度（河村、1999）を基準とした基準関連妥当性については確かめられたもの

の（詳細は水谷（2005）’ �Q照）、臨床的妥当性の検討は行えていない。今後1面接調査などによる

臨床的妥当性の検討が望まれる。加えて、本尺度が対象とし得る年齢についても明らかになってい

ない。本研究においては、項目収集や信頼性・妥当性の検討を第3学年児童を対象に行った。しか

し、多くの研究1（例えば、鈴木・庄司、1990）に指摘されているように、必要とされる社会的スキ

ルが年齢によって異なることを考慮すれば、低学年や高学年に本尺度をそのまま実施するには限界

があると考えられる。今後、さらに対象年齢を広げ、尺度の信頼性と妥当性を検討する必要がある。

研究皿　集団SSTが児童および学級集団に及ぼす効果の検討

1．目的

　研究1で作成した被社会的スキル尺度を用い、学級適応感改善を目的とした集団SSTが、児童の

周囲の社会的スキルを向上させることにより、児童の学級適応感を改善させることの検討を1っ目

の目的とした。また、集団SSTが学級集団に及ぼす影響に関して、・特に学級集団規範の形成に注目

して検討することを2つ目の目的とした。さらに、集団SSTの効果を、従来の統制群法によ，らず、

統計的検定を用いた多層ベースライン法により検討することを3つ目の目的とした。

2．方法

（1）対　象

　　訓練：対象は、公立小学校に在籍…する第3学年3学級の児童117名（男子69名；女子48名）であっ

　た。3学級をA学級40名（男子23名；女子17名）、B学級37名（男子23名；女子14名）、　C学級（男

子23名；女子17名）とした。また、集団SSTプログラムの検討および集団SST事後調査の対象は、

訓練対象児の学級担任3名であった。

（2）測　度

①被社会的スキル尺度

　　　学級内での社会的スキルの遂行状況を測定するために、研究1で作成した「被社会的スキル

　．尺度」を用いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

②標的スキル尺度

　　　集団SSTの各セッションで扱う標的スキルの指標として、藤枝・相川（1999、2001）の作成

　　した目標スキルの児童自己評定尺度を用いた。この尺度は、各標的スキルについてそれぞれ作

　　成されている。本研究においては、「積極的な聞き方」尺度（9項目）から7項目を選定し、「元

　　気の出るきき方」尺度として使用した。また、「あたたかいメッセージ」尺度（4項目）に「仲間の

　　誘い方」尺度（4項目）から1項目を選定して、加え、「あたたかい言葉かけ」尺度（5項目）とし

　　て使用した。回答は、5件法（よくあてはまる：5～ぜんぜんあてはまらない：1）であった。

③学級満足度尺度

　　　児童の学級適応感の指標として、学級満足度尺度（河村、1999）’を用いた。12項目に対し4

　件法で回答する自己報告尺度であり、学級内で友人等から承認されているか否かと関係する「承

　認得点」（前半6項目得点合計）と、学級内における不適応感やいじめ・冷やかしの被害の有無
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　　と関連する「被侵害得点」（後半6項目得点合計）の2つの下位尺度得点により、児童の学級へ

　ρ満足度を測定し理解することができる。

④児童用集団SST事後調査用紙

　　本調査用紙は、本研究者によって作成され、集団SSTおよび般化促進プログラムによっても

　　たらされた児童自身および学級や級友の変化を自由記述で回答を求める質問と、集団SSTを今

　後も受けたいかという質問に、5件法で回答し、その理由を自由記述で回答を求める質問とで

　構成された。

⑤友だちからされて嫌なこと・嬉しいことに関する調査用紙

　　集団SSTの学級集団規範形成効果を検討するため、研究1の「被社会的スキル尺度」の項目

　　収集で用いたものと同様の調査用紙を用いた。「友だちからされて、『いやなこと』、『うれしい

　　こと』」それぞれについて、自由記述で回答を求めた。

⑥教師用集団SST事後調査用紙

　　　本調査用紙は、本研究者によって作成された。集団SSTを実施する前の学級の状況について

　　自由記述で回答を求める質問、集団SSTの各セッションおよび般化促進プログラムについて、

　　指導目標の達成度合いやその他気づいたことなどについて自由記述で回答を求める質問、集団

　　SSTおよび般化促進プログラムによってもたらされた学級としての変化と個々人の変化につい

　　て、それぞれ自由記述で回答を求める質問とで構成された。

（3）標的ズキルの選定

　　本研究では、児童の学級適応感改善を意図して集団SSTを導入するため、．学級適応感改善に寄

与する社会的スキルを特定する必要があった。加えて、本研究では、個人の周囲の社会的スキル

向上により個人の学級適応感が改善されることを示すことが目的の1つとされた。そこで、本研

究の対象とした第3学年の学年集団を対象として、どのような社会的スキルを仲間から受けるこ

　とが、学級適応感に影響を及ぼすのかを検討するため、学級満足度尺度g）2下位尺度（「承認」∫被

侵害」）をそれぞれ基準変数とし、被社会的スキル尺度の8項目を説明変数とする、ステップワイ

　ズ法による重回帰分析（投入基準：p≦．05；除去基準：p≧．10）を行った（図1）。

被社会的スキル

．209

　289

学級満足度

項目1　話をよく聞く

項目3　仲間入れ，誘い
　　　　　　　　　　　　　．278
項目6　心配，応援，励まし

　　　　　　　　　　　　　　一．352

［承認］賠354

項目4　殴る，蹴るなど暴力
．264

．256

帖［被侵害］飴351

項目7　仲間外れ，無視
　n＝107
（数値は標準偏回帰係数）

図1　被社会的スキルから学級満足度への重回帰分析結果

　この結果より、集団SSTの標的スキルになり得るスキルを選定するため、小林・相川（1999）

の「基本ソーシャルスキル12」を参考にして、標的スキルを「上手な聴き方」「仲間の誘い方」「仲
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間の入り方」「あたたかい言葉かけ」の4つに絞り込んだ。その上で、「もっと上手になりたいこ

　とアンケート」（5件法）を作成・実施し、スキルごとの学年平均値を算出して上位2っに入った、

　「上手な聴き方」と「あたたかい言葉かけ」を3学級に共通する標的スキルどした。一方、スキ

ルごとに学級間で動機付けの高さに違いがあるかを、学級を要因どした分散分析により検定した

結果、「仲間の誘い方」．において有意な差が認められた（F（2，108）ニ3．11，p〈．05）。　C学級におい

ては上記2つのスキルより「仲間の誘い方」の動機付けが高かったことから、本プログラムでは、

　「あたたかい言葉かけ」の下位スキルの1つとして「仲間の誘い方」を位置づけることとした。

なお、小林ら（1999）の表現にならい、「上手な聴き方」スキルは、より児童がなじみやすい「元

気の出るきき方」（話し手が元気になる聴き方）とスキル名を改めることとした。したがって、本

研究における標的スキルは「元気の出るきき方」および「あたたかい言葉がけ」の2つとなった。

（4）集団SSTプログラムの作成および手続き

　　選定された標的スキルに対し、小林・相川（1999）、佐藤・相川（2005）などのプログラムを参

考に、学級担任との協議を経て、コーチング法による、45分×2セッションの集団SSTプログラ

ムが作成された。さらに、本プログラムは、少ないセッション数で訓練効果、すなわち日常生活

でのスキルの般化を得られるようにするため、金山ら（2000）の、コーチング法の間にゲーム遊

び場面を挿入し、日常の子ども同士の相互作用場面に近似した状況を設定することにより、習得

　されたスキルを日常場面にスムーズに移行させる方法を参考に、般化促進プログラムを作成した。

そして、朝の会の5分間に、各セッション後4回の般化促進プログラムを実施することとした。

また＼セッション後2週間は「標的スキル週間」（例えば「元気の出るきき方週間」．）として、チ

ャレンジカードを配布し、スキルを遂行すると色が塗れ、1日に3回以上遂行すると学級担任か

　らシールがもらえるというルールを設定し、日常場面でのスキルの般化促進を狙った。

　　以上の過程を経て、「元気の出るきき方」「あたたかい言葉かけ」を標的スキルとし、児童の学

級適応感改善を意図して導入される、2セッション＋各4回の般化促進プログラムをパッケージ

　とした、「般化促進を重視した集団SSTプログラム」（以下、本プログラム）が完成した（表2）。

なお、本プログラムの実施は、各学級担任と本研究者とがティームティーチングの形で、詳細に

記述された指導案に従って行われた。
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表2　般化を重視した集団SSTプログラムの主な内容

第1セッション　「元気の出るきき方」 第2セッション　「あたたかい言葉かけ」

ね妻：繍篶襯翻親鰹鵜こ
募　丁丁に話を聞こうとする態度を翔。つける．

・あたたかい言葉かけとつめたい言葉かけが相手に

及ぼす影響を理解する。

・あたたかい言葉かけの心地よさを体感し、あたた

かい言葉かけをしょうとする態度を身につける。

　　　○話を聞くとき

目目　　’やっていることをやめる

1蘂騰触1輪編＿

○言葉かけの種類

　・心配する

　・はげます

　・ほめる

　・感謝する

　・仲間にさそう

○心を伝える話し方で言う

　・相手に近づく

　・相手を見て

　・聞こえる声で

　・場面に合った表情で

セ
三ソ

ソ
ヨ

ン
の
流
れ

（45分）

1　インストラクション

　　「やまびことゴン吉」の話を聞いて、人の話

　を積極的に聞くことの大切さを考える。

2　モデリング

　　T1とT2による悪いきき方と元気の出るき

き方を見比べ、ポイントをつかむ。

3　リハーサル十フィードバック

　　4人グループに分かれて行動リハーサルを行う。

4　振り返り＋般化

　振り返りシートに感想を記入し発表する。

　　チャレンジカードの使い方を確認する。

1　インストラクション

　　「ことばのまほう」の話を聞いて、言葉が人に

及ぼす影響について考える。

2　モデリング

　　「あたたかい言葉かけ」の種類や基本形、伝え

　る際の非言語的側面についてのポイントをつか

　む。

3　リハーサル十フィードバック

　　4人グループに分かれて行動リハーサルを行う。

4振り返り十般化

　振り返りシートに感想を記入し発表する。

　　チャレンジカードの使い方を確認する。

般
化
促
進
プ
ロ

グ

フ

ム

（5分）

×4

○元気の出るきき方ゲーム

　　　　　　　　　　　　　『（サイコロトーク）

〈ねらい〉　元気の出るきき方スキルを、より日

常に近い場面で用いることによって、スキルの日

常生活における活用を広げる。

〈実施時間〉　朝の会の5分間

く流れ＞

1．元気の出るきき方スキルのポイント確認

2．サイコロを振り、出た目に該当する話題につ

　いて、4人グループに別れ、その日の代表者が

話し、「他のメンバーが元気の出るきき方で話を

　聞く。

○あたたかい言葉かけゲーム

くねらい〉　あたたかい言葉かけスキルを、より日

常に近い設定で用いることによって、スキルの日常

生活における活用を広げる。

＜実施時間》朝の会の5分間

く流れ＞

1．初日はあたたかい言葉かけをして欲しい場面を

　各自が言葉かけシートに記入する。

2．あたたかい言葉かけのポイント確認

3．サイコロを振り、出た目に該当するあたたかい

　言葉かけについて、4人グループごとにその日の

　代表者が、自分の言葉かけシートに書いてある具

体的場面をメンバーに説明する。その後、その場

面設定を行い、他のメンバーが代表者にあたたか

　い言葉かけをする。　　　　　　　‘

（5）本研究のデザイン

　　本研究では、学級を1被験：者と見立てた被験者間（学級間）多層ベースライン法を用いて、本

プログラムの効果を検討した。学級ごとに介入時期を1週間ずらし、「元気の出るきき方」を標的

　とした第1セッションを実施した2週間後に、「あたたかい言葉かけ」を標的とした第2セッショ

　ンを実施した。



10 水谷　拓也・岡田　守弘

3．結果と考察

（1）被社会的スキル尺度を指標とした多層ベースライン法による集団SSTの効果分析

①結果の処理

　　i．学級内における社会的スキル遂行の変化指標について

　　　　集団SST効果をセッションごとに検討するために、被社会的スキル尺度の項目ごとに学級

　　　別平均値変動を分析の対象とした。被社会的スキル尺度が、実施期間（1L月2日～12，月21日）

　　　に各学級において実施された回数は、A学級27回、　B学級29回、　C学級20回であった。学級

　　　ごとの実施日すべてにおいて欠席や回答漏れの無かった児童を抽出したところ、各学級とも

　　　半数あまりになってしまったため、その集計データでは学級集団としての変容指標にならな

　　　いと考えられた。一方、期間中の欠席や回答漏れのあった児童の回答も含め、項目ごとに算

　　　出した平均値の時系列変動を見たところ、特徴的な回答を示す児童の出欠によって値が大き

　　　く変動してしまい、集団SST効果か回答児童の入れ替わりによる影響かを見極められないと

　　　いう問題が生じた。そこで、寺内ら（2004）の行動報告紙による方法を参考にし、「回向社会

　　　的スキル」尺度の5項目については、「たくさんあった：4」と回答した児童の学級に占める

　　　割合を、一方、「被攻撃行動」尺度の3二目については「たくさんあった：4」と回答した児

　　　童と「すこしあった：3」と回答した児童合計の学級に占める割合を変化指標として検討す

　　　ることが、学級集団としての変動を捉えるのに適していると判断された。そとで、それらを

　　　学級における社会的スキル遂行の変化指標とした。

　　ii．統計処理について

　　　　単一事例実験：データの、伝統的で、最も一般的な評価方法は視覚的判断だとされる（山田、

　　　1998）。しかし、視覚的判断は、グラフの読み手によって結果が必ずしも一致しないことや系

　　　列相関の存在によって判断が歪められるといった問題点が指摘されていることから（南風原、

　　　2001）、統計的検討を試みることとした。上記iで社会的スキル遂行の変化指標としたデータ

　　　に適用する二六処理を検討するため、まず、系列依存性の有無を調べた。山甲（1999）に従

　　　い、各学級、項目ごとにラグ1の自己相関を算出した結果、各学級でばらつきは見られたも

　　　のの、集団SSTにおいて標的スキルとした項目（項目1と項目8）を中心に、正の自己相関

　　　が確認された（詳細は水谷（2005）参照）。この結果よりデータの系列依存性は否定できない

　　　ことから、データ相互間の独立性を前提とする分散分析等の検定は避けるべきだと判断され

　　　た。そこで、系列依存性のあるデータにも適用可能で、時系列分析ほど多くのデータポイン

　　　トが必要とされないことから、単一事例実験デ「タの分析方法として推奨されているランダ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨノ
　　　マイゼーション検定（山田、1998）によって、介入効果の有無を調べることとした。本研究

　　　デザインに適用し得るものとしてMarascuilo＆Busk（1988）の方法を用いた。その検定法

　　　を簡単に説明する。

　　　　検定統計量は、Wampold・Worshamの片側検定統計量Wを用いる。これは、各被験者にっ

　　　いてベニスライン期と介入期のデータの平均値差を求め、それらを合計した値である。多層

　　　ベースラインデザインにおいて、k個のベースラインがあり、それぞれに可能な介入ポイン

　　　トがi個あるとすれば、この方法におけるランダム振り分けの組合せはik通りになる。こ

　　　のすべての組合せについて検定統計量Wを求め、実現値以上の検定統計量が得られる個数を
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t個とすると、p値は、　p＝t／ikによって求められる。なお、本研究においては、3つの

ベースライン（3学級）があり、． eフェーズ（ベースライン期／介入期）に少なくとも3つ

のプロットを残すという条件設定の下、観測データの量低数がC学級の20個であったことか

ら、介入ポイントを4番目から17番目と設定した。したがって、各ベースラインについて14

通りあるので、ランダム振り分けの組合せは、143＝2744通りとなった。なお、ランダマイ

ゼーション検定のC言語によるプログラムは水谷（2005）に示した。

　本プログラムの第1セッションと第2セッションそれぞれについて、ランダマイゼーショ

ン検定により介入効果の有無を検定した結果を示したのが表3である。

表3　ランダマイゼーション検定の結果

第1セッション 第2セッション

実現値　組合せ数　　p値 実現値　組合せ数　　p値

　　　　　項目1
　　　　　項目3
被向社会的
　　　　　項目5
　スキル
　　　　　項目6
　　　　　項目8

　　話を聞く

　誘い・仲間入れ

手伝い・助け・協力

心配・応援・励まし

　感謝・賞賛

0．311

0．042

－0．032

0．130

0．169

　24　　0．009＊＊

612　　0．223

2613　　0．952

1551　　0．565

2648　　0．965

0．229

0．043

0．071

0．190

0。280

1824　　0．665

588　　0．214

235　　0．086†

　63　　0．023＊

　33　　0．012＊

　　　　　項目2　悪口・嫌なあだ名　　0．271
被攻撃行動　項目4　　　　　暴力　　　　　　0．085

　　　　　項目7　　仲間外れ・無視　　　0．058

163　　0．059†

190　　0．069†

137　　0．050＊

0．085　　　　　2655　　0．968

0．005　　　　　2595　　0．946

－0．025　　　　　2609　　0．951

（注）p値＝（検定統計量Wが実現値以上になる）組合せ数÷2744（組合せ総数）＊＊p＜，01・＊p〈．05　†p〈．10

②第1セッション「元気の出るきき方」の訓練効果

　　第1セッションは、「元朱の出るきき方」を標的スキルとした。ランダマイゼーション検定の

　結果、被社会的スキル尺度の項目1「自分の話をよく聞いてくれたり、よ、くわかってくれたり

　したこと」に「たくさんあった」と回答した児童の学級に占める割合が、第1セッション後に

　有意に増加したことが示された。こ0結果より、第1セッション及びその後の般化促進プログ

　ラムにより、＝学級内で「元気の出るきき方」1スキルがより多く遂行されるようになったζとが

　実証された。加えて、「被攻撃行動」の2っの項目（悪口・嫌なあだ名、暴力）について、第1

　セッションの介入効果に有意傾向が見られ、項目7（仲間外れ・無視）については、有意な低

　減効果が認められた。第1セッションにおいて、標的としていなかった攻撃行動が低減した理

　由として、2つの可能性を指摘し得る。1っ目は、特に「仲間外れ・無視」に関して、第1セ

　ッションで標的とした「話を聞く」行動が、項目7に関わる「無視する」ことの拮抗行動とし

　て働いた可能性である。2つ目は、特に「悪口吃嫌なあだ名」に関して、学級満足度尺度を実

　施した影響が考えられる。第1セッションの4日前に児童らは学級満足度尺度に回答して：おり、

　そのことが「悪口・嫌なあだ名」の低減に関与した可能性が考えられる。すなわち、、“クラスの

　人に嫌なことを言われたり、からかわれたりして、つらい思いをすることがありますか”とい

　つた項目に回答することにより、そういった行動が抑制された可能性である。なお、項目1「自

　分の話をよく聞いてくれたり、よくわかってくれたりしたこと」に「たくさんあった」と回答

　した児童の学級に占める割合の推移を、学級ごとに示したのが図2である。
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図2　「話をよく聞いてくれることかたくさんあった」

　　　と回答した児童の学級に占める割合の推移
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③第2セッション「あたたかい言葉かけ」の訓練効果

　　第2セッションは、’「あたたかい言葉かけ」を標的スキルとした。あたたかい言葉かけスキル

　　には、「心配する」「はげます」「ほめる」「感謝する」「誘う」という下位スキルが設定されたこ

　　とから、項目3「仲間に入れてくれたり、誘ってくれたりしたこと」、項目6「『大丈夫？』と

　言われたり、応援されたり、励まされたりしたこと」、項目8「『ありがとう』と言われたり、

　　『すごいね』などとほめられたり．したこと」それぞれについて、「たくさんあった」と回答した

　児童の学級に占める割合を、第2セッションの訓練効果の指標とした。ランダマイゼーション

、検定の結果、項目6（心配・応援・励まし）および項目8（感謝・賞賛）に介入効果が認めら

　　れた。第1セッション後には変動の見られなかったこの2項目に関わる行動が、訓練の標的と

　　された第2セッション後に初めて有意な増加を示したことは、第2セッションおよびその後の

　般化促進プログラムの効果を実証するものであった。しかし、その効果は「心配・応援・励ま

　　し」スキルおよび「感謝・賞賛」スキルに限られ、「仲間入れ・誘い」スキル遂行の増加には効

　　果を示さなかった。その理由として、第2セッションで標的とした「誘う」スキルが他のスキ

　　ルと質的に異なったものであった可能性を指摘し得る。小林・相川（1999）の「基本ソーシャ

　　ルスキル12」では、「仲間の誘い方」スキルは、「心配する」τ励ます」「ほめる」「感謝する」を

　　下位スキルとする「あたたかい言葉かけ」スキルとは別に単独で紹介されおり、藤枝・相川（2001）

　　の集団SST研究においても別のセッションで扱われている。本プログラムでは、セッション数

　　を抑えるためごあえて2つのスキルを同じセッションで扱っ準ことに問題があった可能性がある。

　　　二方、第2セッションでは、標的スキルとして設定していなかった「手伝い、助け、協力」

　　スキル（項目5）への介入効果に有意傾向が認められた。この理由として、これらのスキルと

　　「心配する」スキルとの近似性が、児童の自由記述より指摘し得る。事後調査の「友だちから

　　されて嬉しいこと」の回答に、“「大丈夫？」とか助けてくれること”という記述が見られ、ま

　　た、事後調査の「自分が変わったこと」の回答に、“人が困っているとき、手伝えるようになつ

　　た（ことばかけ）”という記述が見られた。これらの記述は何れも、「心配する」という行動と

　　「助ける、手伝う」といった行動が、少なくとも一部の児童の間で等しいものとして認知され

　　ていることを示唆している。そしてこのことが、第2セッションによって「手伝い、助け、協

　　力」スキルに介入効果が見られる傾向が示された1つの理由だと考えられる。さらには、「あた

　　たかい言葉かけ」スキルの遂行が、児童の相互作用を活発にし、協力関係を強めていったプロ

　　セスを想定することもできる。

（2）標的スキル尺度の結果による集団SSTの効果分析

　　標的スキル尺度は、セッションごとにその標的としたスキルた及ぼす効果を検討するため、第

　1セッションの早早前、第1セッションの実施後（第2セッションの実施前）、さらに第2セッシ

　ョンの実施後の計3回実施された。それぞれ、事前、劇中、事後と表記する。それぞれのセッシ

　ョンが標的とレたスキルに及ぼす効果を検討するため、各学級および下位尺度ごとに、時期を要

因とする』1要因3水準（事前、事中、事後）の被験者内分散分析を行った（表4）。その結果、A

学級において「元気の出るきき方」（F（1．7，53．5）＝3。94，p＜．05）と「あたたかい言i葉かけ」

　（F（2，62）＝2．88，p〈．10）に、時期の効果およびその傾向が認められ、多重比較により、「元気の

出るきき方」は同スキルを標的とした第1セッションの後で有意に上昇したこと、また、「あたた

かい言葉かけ」も同スキルを標的とした第2セッション後に有意に上昇したことが認められた。
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一方、学級Bと学級Cにおいても「元気の出るきき方」（それぞれ、F（1．7，46，4）＝2．75，　p＜．10；

F（2，58）＝2．87，p〈．10）で時期の効果が有意傾向であり、多重比較の結果、同スキルを標的とした

第1セッションの後で有意に上昇したことが確認された。

　以上の検討により、3学級に共通して、第1セッジョン後に「元気の出るきき方」が上昇した

こと、あるいはその傾向にあったことが確認された。この結果は多層ベースライン海により示さ

れた第1セソションの効果を支持するものであった。一方、「あたたかい言葉かけ」に関しては、

A学級では第2セッション後に上昇傾向が確認されたものの、B学級とC学級においてその変化

を確認することはできなかった。この結果は、B学級とC学級においては、学級内における「あ

たたかい言葉かけ」スキルの遂行は増加したものの、その遂行者は一部に限られていた可能性を

示唆するものであった。本研究においては、「あたたかい言葉かけ」スキルに変容の見られなかっ

た児童を抽出し、その特徴などから要因を検討するという分析を行っていないことから、これ以

上の検討はできない。先行研究においても、訓練前から特性的自己効力感が低い生徒、（飯田・石

隈、2001）や攻撃性が高い生徒（江村・「岡安、2003）には訓練効果が生じにくいことが示される

など、集団SSTのように単一の処遇が学級集団全員に対して適用された場合、その個人要因によ

って訓練効果が異なる（金山ら、2004）ことが指摘されている。本プログラムにおいても何らか

の個人要因が訓練効果に影響した可能性が想定されることから、今後の検討課題である。

表4　標的スキル尺度の下位尺度の平均値と分散分析結果

事前 事中 事後 F値 多重比較（5％水準）

A学級　　元気の出るきき方

n＝32

　3．96　　　　　4．16　　　　　4．22

（0．70）　　　　（0．50）　　　　（0．72）

3．94＊

［1．7，53．5］

事前く二二、事後

あたたかい言葉かけ　　　4．13　　4．09　　4．31

　　　　　　　　　　　（0．72）　唱　　（0．67）　　　（0．63）

2．88†

［2，62］

事中く事後

B学級　　元気の出るきき方

n＝29

　4．16　　　　　4．40　　　　　4．29

（0．70）　　　　（0．53）　　　　（0．69）

2．75†　　　事前く劇中

［1．7，46．4］

あたたかい言葉かけ　　　4．15　　4．37　　4。21

　　　　　　　　　　　（0．85）　　　　（0．61）　　　　（0．63）

1。26

［1．7，47．6］

C学級　　元気の出るきき方

n＝30

　3．70　　　　　3．88　　　　　3．90

（0．74）　　　（0．74）　　　（0．91）

2．87†

［2，58］

事前く事忌、事後

あたたかい言葉かけ　　　4．01　　3．97　　4．11

　　　　　　　　　　　（0．85）　　　（0．82）　　　（0．62）

1．46

［2，58］

（　）内は標準偏差　　［　］内は自由度 ＊p　〈　．05　　†p　＜　．10

（3）集団の社会的スキルの変化が個人の学級適応感に及ぼす効果の検討

　　本研究は、集団SSTによる個人を取り巻く集団の社会的スキルの変化が、その個人の学級適応

感に及ぼす効果を検討することを目的の1つとしていた。そこで、その効果を検討するため、個

人を取り巻く集団の社会的スキル変化量、すなわち被社会的スキル変化量によって、対象児童を

以下の手順により群分けし、艶ごとに学級満足度変化を検討した。

　　まず、被社会的スキル尺度の下位尺度ごとに、最終実施日までの5回分の平均値から、試行日

を除く初回から5回分の平均値を引いたものを、それぞれ「被向社会的スキル」変化量、「被攻撃
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「二二社会的スキル」の変化による「承認」の変化
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図4　　「被攻撃行動」増減群別の

「被侵害」の変化

行動」変化量とした。次に、「被呼社会的スキル」変化

量の上位33％に含まれる児童を「回向社会的スキル増

加群」（34名）、下位33％を「被向社会的スキル減少群」

（34名）とした。一方、「被攻撃行動」変化量について

は上位35％を「被攻撃行動増加群」（36名）、下位35％

を「被攻撃行動減少群」（36名）とした。「被向社会的

スキル増加群」と「被向社会的スキル減少群」につい

て、集団SSTの前後での学級満足度尺度の「承認」得

点の変化を検討するため、2×2（増加群・減少群×

事前・事後）の2要因（群・時期）混合計画による分

散分析を実施した。その結果、有意な交互作用

（F（1，66）＝7．35，pく．01）が認められた（図3）。一方、

「被攻撃行動増加群」と「被攻撃行動減少群」につい

て、集団SSTの前後での学級満足度尺度の「被侵害」

得点の変化を検討するため、2×2（増加群・減少群

×事前・事後）の2要因（群・時期）混合計画による

分散分析を実施した。その結果、有意な交互作用

（F（1，70）二5．88，p〈，05）が認められた（図4）。

　　以上より、集団SST前後で級友から受ける向社会的スキルが増加した児童は、減少した児童に

比べ、仲間からの承認が有意に高まったこと、また、集団SST前後で級友から受ける被攻撃行動

　が減少した児童は、増加した児童に比べ、仲間からの侵害が有意に低減したことが示された。

（4）集団の社会的スキルの変化が、社会的スキルに改善の見られなかった児童の学級適応感に及ぼ

　　す効果の検討　，

　　（3）の検討により、集団の社会的スキルの変化が個人の学級適応感に及ぼす効果が確認された。

ここでは、集団の社会的スキルの変化が、集団SSTで標的とした社会的スキルに改善の見られな

かった児童にも及んでいるのかを検討した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まず、全児童を対象に、標的スキル尺度
表5　被向社会的スキル増加・

　　　　標的スキル非難i得群の承認得点の平均値　　　の集団SST前後での変化量を算出した・そ

事前 事後 t値
「承認」 2．76

（0．61）

2．94

（0．55）

1．89†

［8］

（　）内は標準偏差［　］内は自由度 †P〈．10

表6　被攻撃行動減少・

　　　標的スキル非獲得群の被侵害得点の平均値

事前 事後 t値
「被侵害」 2．45

（0．83）

2．14

（0．60）

1．91†

［12］

（　）内は標準偏差［　］内は自由度 †P〈．10

して、「回向社会的スキル増加群」の中で、

標的スキル尺度の変化量が0以下となっ

た児童9名を抽出し、「被向社会的スキル

増加・標的スキル非獲得群」とし、同群の

集団SST前後での「承認」得点の差を分析

した。その結果、有意傾向（t（8）＝

1．89，p〈．10）が認められた（表5）。一方、

「被攻撃行動減少群」の中で、標的スキル

尺度の変化量が0以下となった児童13名を

抽出し、「被攻撃行動減少・標的スキル非獲

得群」とし、同群の集団SST前後での「被
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侵害」得点の差を分析した結果、有意傾向（t（12）＝1．91，p〈．10）が認められた（表6）。

　　以上の結果は、児童本人の社会的スキルに改善が見られない場合でも、その周りの児童のスキ

ルが改善され、児童への向社会的スキルが増加し、攻撃行動が低減すれば、児童本人の学級適応

感が改善されることを示唆している。

（5）集団SSTプログラムが学級集団の規範形成に及ぼす効果の検討

　　本研究では、本プログラムが、児童に及ぼす効果に加えて、学級集団に及ぼす効果、特に学級

集団規範の形成効果について検討することを目的とした。まず、児童の「友だちからされて嫌な

　こと」および「友だちからされて嬉しいこと」についての自由記述が、本プログラムを実施する

　ことでどのように変化するかを分析した。「友だちからされて嫌なこと」および「友だちからされ

て嬉しいこと」として収集された意見のうち、研究1でのカテゴリーに含まれるものについて、カ

テゴリーごとに3学級の合計人数を算出し、7月目12月の調査問の偏りを検討するたあにFisher

　の直接検定を用いた（表7、8）。

　　その結果、、「友だちからされて嫌なこと」として、’「悪口」（pく．01）、「嫌なあだ名」（p〈。05）、

　「暴力」（p＜．01）、「無視」（p＜．01）を挙げる児童数が有意に増加し、「友だちからされて嬉しいこ

　と」として、「誘う」（p〈．01）、「ほめる」（p〈．05）、「感謝する」（p〈．01）、「励ます」（p＜．05）、「手

伝う／協力する」（Pく・・1）・「落し物を拾う」（P〈・・5琢挙げる児童数が有意に増加していた・増

加の見られた行動は、「落し物を拾う」を除けば、すべてが本研究で作成した被社会的スキル尺度

・に含まれ、項目3の「仲間入れ・誘う」を除いて、本プログラムによる改善効果が多層ベースラ

イン法によって示された行動であった。共有化の進んだ望ましい行動は増加し、共有化の進んだ

望ましくない行動は減少したというこれらの結果は、各行動の望ましさの共有化と各行動の増減

　との直接的な因果関係には言及できないものの、「何が望ましい社会的スキルであり、何が望まし

　くない社会的スキルなのか」ということが多くの成員に自覚され共有されることが、集団内での望

ましいスキルの遂行増加および、望ましくないスキルの抑制につながるという竹内ら（！998）の

指摘を裏付けるものであった。

　　しかしながら、本来、竹内ら（1998）の指摘は、集団SSTで標的とした社会的スキルについて

のみ当てはまるものだと考えられる。一方、本プログラムにおいては、直接標的としなかった社

会的スキルにまで、共有化が生じていることから、集団SSTのセッション以外の要因が影響した

可能性が示唆される。その要因として、被社会的スキル尺度に繰り返し回答したことが挙げられ

　る。つまり、被社会的スキル尺度を、1ヶ月半に渡り、ほぼ毎日実施していたことにより、「友だ

　ちからされて嫌なこと／嬉しいこと」1の共有化が進んだ可能性を指摘し得る。

　　一方、「落し物を拾う」行動は乱丁プログラムの標的スキルや被社会的スキル尺度と関連が無い

にも関わらず、「友だちからされて嬉しいこと」として挙げた児童数に有意な増加が認められた。

・「落し物を拾う」行動は、12名に挙げられ、その内9名がA学級、3名がC学級の児童によって

挙げられるという偏りを見せていたことから、学級間の違いがその増加を説明する手がかりにな

ると考え、学級担任から情報を得て検討した。その結果、帰りの会における、その日にがんばっ

’た人や良いことをした人を発表し合うという活動との関連が示唆された。そして、「落し物を拾

　う」行動は、この活動の中で頻繁に発表きれることの1つであった。これらの情報より、帰りの

会で繰り返し発表される中で、「落し物を拾う」行動が「望ましいスキル」として共有されていっ

た過程が示唆された。
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　一方、「話を聞かない」ことが「友だちからされて嫌なこと」として7名によって挙げられ、新

たなカテゴリーとなったことは興味深い。話を聞くスキルは「元気の出るきき方」として本プロ

グラムの標的スキルの1つとされたものである。しかし、「友だちからされて嬉しいこと」として、

その基ピなった「話を聞く／相談にのる」カテゴリーに該当する児童は半減し（2名）、「元気の

出るきき方」という新カテゴリーが形成されたものの、それを挙げた児童は4名のみであった。

　　　　　　　　　　　表7　友だちからされて嫌なことの変化

カテゴリー
人数　／　割合（％）

A学級 B学級 C学級 合計
検定

7月　　12，月 7月　12月 7月　　12月 7月　　12月

n＝　　　、39　　　37 38 34 32 39 109 110

嫌
な

言
葉

悪口 15　　　23
38％　　62％

12　　　18
32％　　53％

　7　　　　17
22％・　　44％

34
31％

58　＊＊
53％

嫌なあだ名 　9　　　10
23％　　27％

　5　　　　8
13％　　24％

　5
16％

ユ5

38％

19

17％

33　＊
30％

その他
　5　　　　5
13％　　14％

3

8％

1

3％

2

6％

2

5％

10
9％

8

7％

暴　暴カ
カ

身
　　ける体
的
嫌
が　おす
ら

せ

　5　　　16
13％　　43％

1　　　16
3％　　47％

1

3％

　7
18％

7

6％

39　＊＊
35％

なぐる／ぶつ
2　　　　1

5％　　3％
　4
11％

3

9％

　4
13％

3

8％

10
9％

7

6％

1　　　2
3％　　5％

0

0％

3

9％

　4
13％

　4
10％

5

5％

9

8％

くすぐる
2　　　　1

5％　　3％
1　　　　0

3％、　0％

1

3％

0

0％

4

4％

1

1％

2　　　　0

5％　　0％

0

0％

3

9％

1

3％

0

0％

3

3％

3

3％

その他 1　　　0
3％　　0％

0

0％

1

3％

1

・3％

0

0％

2

2％

1

1％

排
他
的
行
動

仲間外れ 　7　　　4　　　　4　　　、8
18％　　　　11％　　　　　』11％　　　　　24％

1

3％

1

3％

12

11％

13

12％

無視・内緒話。1、41 2　　　　5
5％　　15％

・0

0％

　6
15％

2

2％

20　＊＊
18％

その他
0　　　　0

0％　　0％

2

5％

0

0％

0

0％

0

0％

2

2％

0

0％

いじめ
1　　　　1

3％　　3％

，5　　　　9

13％　　26％

0

0％

1

3％

6

6％

11

10％

物をとる 1　　　0
3％　　0％

3

8％

0

0％

0

0％

　4
10％

4

4％

4

4％

そ　物を壊す
の
他　怒る

1　　　0
3％　　0％

1

3％

0

0％

1

3％

0

ρ％

3

3％

0

0％

0　　　　0

0％　　0％

2

5％

1

3％

0

0％

0

0％

2

2％

1

1％

喧嘩 1　　　0
3％　　0％

1

3％

1

3％

0

0％

0

0％

2

2％

1

1％

その他 　6　　　5
15％　　14％

　8
21％

3

9％

　5　　　　6
16％　　噛15％

19

17％

14

13％

新
カ

テ
コ“

リ

1

からかう
　4’

11％
　5
15％

3

8％

12
11％

話を聞かない
2

5％

3

9％

2
5％

7

6％

うそをつく
1

3％

2
6％

1

3％

4
4％

失敗を責める
0

0％

2

6％

1

3％

3

3％

Fisher’s　exact　test
＊＊吹@〈　．01　　　　＊p　＜　．05
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つまり、「話を聞いてもらうと嬉しい」という人数を、「話を聞いてもらわないと嫌だ」という人

数が上回ったのである。何らかの行動をされることが「嫌だ」と感じる場合、その行動がなされ

ないことが「当然だ」という規範がその背景にはあると考えられる。例えば「暴力は嫌だ」とい

う場合、「暴力を振るわないことは　“当然だ”」という規範があるのではないだろうか。そのこと

を考慮すれば、「話を聞か白い」ことが「友だちからされて嫌なこと」として挙がってきたことは、

児童の中で、「話を聞く」という行動（スキル）が、“遂行されて当然だ”，という規範が形成され

てきたことを意味するので越ないかと考えられる。

表8　友だちからされて嬉しいことの変化

カテゴリー
人数　／　割合（％） 検定

A学級 B学級 C学級 合計

7月　12月 7，月　12月 7月　12月 7月　12，月

n　＝ 39　　　37 38　　34 32　　　39 109　　110

一緒に遊ぶ 3　　　1
8％　　3％・

7　　　1
18％　　3％

3　　　4
9％　　10％

13　　　6
12％　　5％

仲
間

行
動

遊びに誘う 6　　　1
15％　　3％

4　　　6
11％　　18％

4　　　5
13％　　13％

14　　　12
13％　　11％

帰りに誘う 1　　　1
3％　　3％

1　　　0
3％　　0％

0　　　0
0％　　0％

2　　　1
2％　　1％

誘う 0　　　7
0％　　19％

0　　　5
0％　　15％

2　　　6
6％　　15％

2　　18　＊＊
2％　　16％

仲間に入れる 0　　　3
0％　　8％

2　　　5
5％　　15％

2　　　1
6％　　3％

4　　　9
4％　　8％

ほめる 8　　　9
21％　　24％

3，　　6
8％　　18％

2　　　13
6％　　33％

13　　　28　　＊
12％　　25％

あ

た
た

か

塗
二

葉

感謝する 1　　　6
3％　　16％，

3　　　13
8％　　38％

0　　　3
0％　　8％

4　　　22　　＊＊
4％　　20％

心配する 5　　　7
13％　　19％

4　　　6
11％　　18％

8　　　7
25％　　18％

17　　　20
16％　　18％

励ます 1　　　5
3％　　14％

0　　　4
0％　　12％

1　　　3
3％　　8％

2　　　12　　＊
’2％　　11％

声をかげる 1　　　2・
3％　　5％

1　　　0
3％　　0％

0　　　0
0％　　0％

2　　　2
2％　　2％

挨拶する 1　　　0
3％　　0％

1　　　1
3％　　3％

0　　　1
0％　　3％

2　　　2
2％　　2％

手伝う／協力する 4　　　10
10％　　27％

4　　　11
11％　　32％

0　　　3
0％　　8％

8　　　24　　＊＊
7％　　22％

物を貸す

誘助ける

3　　　2
8％　　5％

2　　　3
5％　　9％

0　　　0
0％　　0％

5　　　5
5％　　5％

0　　　3
0％　　8％

3　　　2
8％　　6％

0　　　3
0％　　8％

3　　　8
3％　　7％

落し物を拾う 2　　　9
5％　　24％

0　　　0
0％　　0％

1　　　3
3％　　8％

3　　　12．　＊
3％　　11％

保健室に行く 1　　　0
3％　　0％

1　　　1
3％　　3％

0　　　0
0％　　0％

2　　　1
2％　　1％

やさしくする 3　　　6
8％　　16％

2　　　1
5％　　3％

1　　　0
3％　　0％

6　　　7
6％　　6％

そ

の
他

話を聞く／相談にのる 3　　　2
8％　　5％

0　　　0
0％　　0％

1　　　0
3％　　0％

4　　　2
4％　　2％

あげる 0　　　1
0％　　3％

2　　　2
5％　　6％

0　　　0
0％　　0％

2　　　3
2％　　3％

その他 7　　　3
18％　　8％

2　　　2
5％　　6％

2　　　0
6％　　0％

11　　　5
10％　　5％

勢

　　　「元気の出るきき方」

「あたたかい言葉かけ」
8

22％

0

0％

0

0％

8

7％

況
コ

4
11％

0

0％

0
0％

4
4％

1，励ます
3．
8％

1

3％

1

3％

5

5％

Fisher’s　exact　test　＊＊p＜．01　　＊pく．05　　ナp〈．10
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もっとも、この規範には、話を聞くスキルの遂行を促す効果を期待できる一方、負の側面も・ある

ことを意識しておく必要がある。すなわち、「話を聞いてもらうと嬉しい」という人数を、「話を

聞いてもらわないと嫌だ」という人数が上回ったことは、この規範がない以前には存在しなかっ

た、話を聞くスキルの低い児童が、それを理由に排除される危険性を有していると考えられる。

これは、“児童本人の社会的スキルに改善が見られない場合でも、．その周りの児童のスキルが改善

されれば、児童本人の学級適応感が改善され得る”という（4）の考察の方向性と相反するもの

である。このどちらが正しいということではなく、集団SSTを実施する場合、この両側面を意識

しておくことが必要だと考えられる。

　他方、この「元気の出るきき方」スキルの規範形成に関しては、学級担任の日常の関与が影響

している可能性が、学級担任の事後調査結果の記述より伺える。B学級の担任は“教師が大切な

ことを話す時、「元気の出るきき方をしょうね」と言うだけで、子ども達が自ら、やっていること

をやめる→相手の方を見る→あいつちを打つ、と意識して聞こうとする姿が見られた”と報告し

ている。また、C学級の担任は、“「元気の出るきき方！1」との一言で、クラス全体が「ピシッ」

となる”と報告している。これらの報告から、「元気の出るきき方」スキルは、日常の学級経営に’

おいて、ある種の「学級ルール」のように学級担任に用いられるようになっていることが推察さ

れる。岸野・無学・町田（2004）は、学級ルールの共有過程について学級観察により検討し、教

室の壁に掲げられた3つの学級ルールが、始業式後に提示され、それ以後あらゆる場面で頻繁に

用いられることにより、学級のルールとして共有されていく過程を分析している。本プログラム

でも、それぞれのセッションによってその標的スキルが明確に提示され、その後はスキル名とそ

の下位スキルが教室の前壁に貼られ、いつでも児童の目に留まるように掲げられていた。それに

加え、学級担任の報告にあったように、日々の学級経営で頻繁に用いられることにより、学級の

規範として定着していったと考えられる。

　以上のように、本プログラムが学級集団に与える効果として、「望ましいスキルおよび望ましく

ないスキル」の共有化、および学級集団規範の形成が一部確認された。竹内ら（1998）は、望ま

しいスキルおよび望ましくないスキルの共有が進み、「望ましい社会的スキルは遂行すべきであ

り、望ましくない社会的スキルは抑制すべきである」という集団規範が一旦形成されると、それ

『は成員の行動に一定の規制力を持つに至り、望ましいスキルへの賞賛や承認、望ましくないスキ

ルへの否認と行動修正への要請が与えやすくなる、と指摘している。このことは、児童の事後調

査における集団SSTを今後も受けたい理由の第1位に、“みんなが「あたたかい言葉かけ」をして

ほしいからです”などの「友だちの変化の認知や聖なる変化への期待」（23名；21％）が挙げうれ、

　“みんなにやさしくなりたいから”などの「自分の変化の認知や更なる変化への期待」（15

名；14％）を上回ったことからも裏付けられる。さらには、“もっとあたたかいクラスになって欲

しいから” Pなど、「クラスの変化の認知や更なる変化への期待」（7名；6％）についても挙げられ、

学級の成員や学級自体を、本プログラムにおいて望ましいとされた方向に向かわせようとする力

が学級集団内で高まっている様子が伺えた。もちろん、これは本プログラムの評価すべき面であ

り、標的とした社会的スキルの般化を促すことに加え、標的としなかった社会的スキルにまで効

果を及ぼす原動力となると考えられる。

　しかし一方で、この集団規範は、成員の行動に一定の規制力を持つ（竹内ら、1998）とされる

が故に、学級適応の改善を意図して行われる集団SSTプログラムが、新たな不適応を生む可能性
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を孕んでいることを意識すべきである。現在のところ、本プログテムによって形成された学級規

範が、その規範に反する個人を排除するという方向に働いている状況は確認されていない。逆に、

「あたたかい言葉かけ」の実施により、“以前は「○○くんだめ！」などと厳しく注意することが

多かったが、最近はそれが減った”という女児のエピソードがC学級の担任から寄せられている。

しかし、この逆の現象が生じる可能性があることは先に述べた通りである。これまで、集団SST

の学級集団に与える影響についてはほとんど研究されてこなかった。そして、その危険性につい『

て指摘した研究は皆無である。集団SSTが学級集団に与える影響を検討することは、竹内ら（1998）

が指摘した学級経営の点でも意義のある教育活動としての集団SSTの側面を強調し、その適用範

囲を広げるど共に、より安全なプログラム、さらには訓練効果の般化と維持の要因解明に関わり、

より効果的なプログラムを提供することに寄与すると考えられる。

　本研究は約1ヶ月というごく短い期間で行われた。しかし学級集団規範は、本来もっと時間をか

けて形成されるものであり、今後、長期間にわたるより詳細な検討が望まれる。

今後の課題

（1）被社会的スキル尺度を訓練効果の指標とすることの課題

　　研究Hでは、研究1で作成された被社会的スキル尺度を訓練効果の指標とした。すなわち、児

　童がその日に級友から受けた社会的スキルの自己評定結果を、学級内での社会的スキル遂行の指

標とした。しかし、集団SSTによって対象児童が級友の社会的スキル遂行に気づきやすくなるこ

　とが想定され、そのことが被社会的スキル尺度に影響した可能性は否めない。したがって、被社

会的スキル尺度を訓練効果の指標とする場含この点に検討が加えられるべきである。これは社

　会的スキル尺度の標的尺度全般に言えることだが、認知変容と行動変容とをどのように区別し、

査定するのかが今後の課題となる。

（2）研究デザインの課題

　　研究Hでは、学級を1被験者と見立てた被験者間多層ベースライン法を利用して集団SSTの効

果検討を行った。また、ランダマイゼーション検定を効果判定に用いた。多層ベースライン法に

　ランダマイゼーション検定を適用した実践研究は国内には見当たちないため、その結果の解釈に

　は注意を要する。今後、ランダマイゼーション検定が広く認知され、多くの研究で用いられるこ

　とにより妥当性が確認される必要がある。他方、研究IIで従来の統制群法を用いなかった理由の

　1つとして、教育的な配慮を挙げた。しかし、本研究デザインは1ヶ月半の問、毎日質問紙に回

答を求めるという、対象学級に大きな負担をかけるものであった。今後、時系列データの収集を

一日おきにするなど、多層ベースライン法による研究デザインをより負担の少ないものたする必

要がある。

（3）被社会的スキル尺度の影響の検討

　　本プログラムが学級集団に与える影響として、学級集団規範の形成を挙げたが、そこには被社

会的スキル尺度の日常的な実施が大きな要因となっていたことが示唆された。そして、この学級

集団規範の形成が学級内の社会的スキル遂行の増加に影響を及ぼしているとすれば、本プログテ

ムは、従来の集団SS士だけではなく、被社会的スキル尺度の日常的な実施を含めて考えられる必

要がある。今後、被社会的スキル尺度による日々の調査を行わなかった場合の本プログラムの効
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　果を比較検討するなど、被社会的子キル尺度を日常的に実施することの影響について個別に三景

　する必要がある。
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